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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第２区分
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【公開番号】特開2016-55319(P2016-55319A)
【公開日】平成28年4月21日(2016.4.21)
【年通号数】公開・登録公報2016-024
【出願番号】特願2014-184020(P2014-184020)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｋ  26/0622   (2014.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/01     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｂ２３Ｋ  26/064    (2014.01)
   Ｂ２３Ｋ  26/073    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｋ   26/0622   　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/01     　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｆ    1/13     ５０５　
   Ｂ２３Ｋ   26/064    　　　Ｚ
   Ｂ２３Ｋ   26/064    　　　Ｇ
   Ｂ２３Ｋ   26/073    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年7月12日(2017.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パルス光を出力する光源と、
　前記パルス光を分散する分散素子と、
　当該分散された光の位相スペクトルまたは強度スペクトルを変調する空間光変調器と、
　前記空間光変調器によって変調された光を分散された状態で受け集光領域に集光して、
前記集光領域において、前記空間光変調器による変調に応じて調整された時間波形のパル
ス光とする集光素子と、
　を備える光照射装置。
【請求項２】
　前記空間光変調器が、光の位相スペクトルまたは強度スペクトルを変調することにより
、前記集光素子の集光特性の波長依存性を補償する、
　請求項１に記載の光照射装置。
【請求項３】
　前記空間光変調器が、前記集光素子の集光特性の波長依存性として収差、波長分散、吸
収または反射の波長依存性を補償する、
　請求項２に記載の光照射装置。
【請求項４】
　前記空間光変調器は、前記パルス光の時間波形と前記集光領域における光の時間波形と
に基づいて算出された変調パターンに応じて、光の位相スペクトルまたは強度スペクトル
を変調する、
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　請求項１～３の何れか１項に記載の光照射装置。
【請求項５】
　分散素子により、パルス光を分散し、
　空間光変調器により、当該分散された光の位相スペクトルまたは強度スペクトルを変調
して出力し、
　集光素子により、前記空間光変調器によって変調された光を分散された状態で受け集光
領域に集光して、前記集光領域において、前記空間光変調器による変調に応じて調整され
た時間波形のパルス光とする、
　光照射方法。
【請求項６】
　前記空間光変調器により、光の位相スペクトルまたは強度スペクトルを変調することに
より、前記集光素子の集光特性の波長依存性を補償する、
　請求項５に記載の光照射方法。
【請求項７】
　前記空間光変調器により、前記集光素子の集光特性の波長依存性として収差、波長分散
、吸収または反射の波長依存性を補償する、
　請求項６に記載の光照射方法。
【請求項８】
　前記空間光変調器により、前記パルス光の時間波形と前記集光領域における光の時間波
形とに基づいて算出された変調パターンに応じて、光の位相スペクトルまたは強度スペク
トルを変調する、
　請求項５～７の何れか１項に記載の光照射方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の光照射装置は、集光領域において所望の時間波形の光を形成する光照射装置で
あって、(1) パルス光を出力する光源と、(2) 光源から出力されたパルス光を分散する分
散素子と、(3) 分散素子から出力された光の位相スペクトルまたは強度スペクトルを変調
する空間光変調器と、(4) 空間光変調器から出力された光を分散された状態で受け集光領
域に集光して、集光領域において、空間光変調器による変調に応じて調整された時間波形
のパルス光とする集光素子と、を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の光照射方法は、集光領域において所望の時間波形の光を形成する光照射方法で
あって、(1) 分散素子により、パルス光を分散し、(2) 空間光変調器により、分散素子か
ら出力された光の位相スペクトルまたは強度スペクトルを変調し、(3) 集光素子により、
空間光変調器によって変調された光を分散された状態で受け集光領域に集光して、集光領
域において、空間光変調器による変調に応じて調整された時間波形のパルス光とすること
を特徴とする。
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